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阿部

第
十
二
诚
九
六

助

工
ド
フ
ー
ド
三
.世
の
好
戰
的
態
度
は
著
し
く
國
家
の
費
用
を
增
加
せ
し 

に
て
は
之
れ
が
不
足
を
補
充
す
る
こ
ビ
能
は
ざ

k
yし
結
果
、新
た
に
議
會
の
、

の

援

助

？

に

ょ

かy

冥
加
金
士
も
歡
す
可
き

一

種
臨
時
的
の
收
入
を
設

(

れ
を
パ
ン
ザ
滴
人
の
如
き
他
國
人
に
し
て
英
國
と
取
引
闕
係
を
有
せ
し
潘 

っ
た

;0
で“

、«
し
て
ハ
ン
ザ
商
人
は
千
三
茛
七
十
年
迄
は
王
の
命
令
を 

が
"其
黎
年
即
ち
千
三
百
七
十

|

年
に
於
て
始
め
て
之
れ
が
軸
付
を
拒
絕
す 

あ
 ̂.
0 
く

念
に
反

.抗
的
態
度
を
ビ
つ
た
理
由
は
元
ょ

&

明
白
で
は
な
い
が
、恐
ら
く
英
國

.商
i

め
杏
外

M
努
力
が
之
れ
が
主
要
な
る
源
因
で
あ
る

€

思
ふ
、以
上
述
ぶ
る
が
如
く
英
國
侧
の
行

：
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動
が
主
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者
、議
會
及
商
人
の
共
通

.的
意
志
の
表
現
で
お
る
こ
ビ

'は
單
に
在
英
の

、ノ 

v

ザ
商
人 

の
み

R
は
'如
何
ん
ビ
名
す
る
こ

H

能

^

ざ
る
を
以
て
、玆

R

本
國
方
面
に
於
け
る

、ノ

ン
ザ
司
盟

る 奉 に る 協 め  

に じ も と 賛  

免 た 課 共 S 底 
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の あ に に 商 收  

で る 至 *之 人 入
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し
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ぺ
ッ
ク
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は

し

て

千

三

茛

七

十
3
年
五
月
一
日
に
所
謂
牝
獨
，逸
：に
，於 

:.
.
:̂
:
.る：諸
者
市
の
大「

會

合
-̂
;タ
：ユ
：
べ：

ッ
.
ク

市
に

催
3
し

办

てH

ド
フ
ー
ド
'
H
世

と

典

間
1S
と
に 

:

向
つ
:'
.て
パ
ン
ザ
が
：有
せ
し

#

:*
對
し
て
抗
議
を

'提
出
せ
し
め
な
の
で
あ
る
が
、何
離 

英
；，國
政
府
を

.
0
力
す

tc
M
,ら
，ざ

し

を

以

t
、e

に
偷
敦
方
面

'
R
於
け
：る
ハ
ン
ザ
商
人
の

代

表 

寶
當
時
獨

.
t
に
於
け
：る
騎
士
領
の
主
裁

#
が
頗
る
英
王
ビ
密
接
な
る
關
，係
を

W

せ
し
.の
.故 

を
'以
七

ft
を
王
に
致

^r

し
む

'1
る
，V

共

^
、千
三
西
七
十
五
年
六
月
ニ
十
四
日

.の
タ
ユ
"へ
ッ
ク
の 

大
會
は
フ
ラ
ン
ダ

.丨
方
面
に
派
遺
せ
ら
る
可
き
使
.節
を
衷
に
偷
敦
方
面
に
も
赴
か
し
む
る
こ 

ビ
に
議
決
し
た
の
で
あ
る
、而
し
て
此
使
節
は
ジ
ユ
べ
ッ
ク
の
シ
モ
ン
、ス
ク
エ
ル
チ
ン
グ
と
工 

产
ペ
ン
グ
の

A

T

ク
ヰ
ヒ
，ベ
え
ヶ
；に
し
て
彼
等
は
同
年
ナ

J

月
下
旬
に
ブ
リ

.
ユ
I

ジ
ょ
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偷
敦
に
入

0

た
の
で
あ
る

.が
然
か
も
彼
等
雨
名
が
主
た
る
任
務
た
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し

、ノ

ン
ザ
商
人
の

.特
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侵
，

.の
件
は

'彼
等
：が
倫
敦
に
入
る
に

.先
ち
て
旣

R
解
決
せ
ら
れ
，し
を
以
て
、彼
等
は
同
市
に
あ 

る
：を

^
#
.と
し
て
尨
：に

」

英
國
：政
府
に
向
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パ
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ザ
商
人
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も
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痛
？
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を
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せ
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以
て
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し
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は
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の
意
志
を
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と
し
て
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迄
之
れ
が
要
浓
に
應
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.
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る
、當
時
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し
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み
な
ら
す
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ん
で
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其
態
度
に
反
對
せ
し
も
の
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中
に
は

、ノ

ン
ザ
商
人
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シ
ョ

—
ネ
ン
、
i

威
：及
メ

"
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-
ザ

の
諸
都
市
に
於
て
英
國
商
人
を
應
迫
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す」

る

事

實

の

存

.せ

し

こ
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を
以
て
し
た
の
で
あ
る
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し
て
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ザ
侧
の
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は
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し
て
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ら
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に
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け
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市
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は
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體
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の
解
決
を
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ふ
る
こ
と
な
く
し
て
終
ム
を
吿
ぐ
る
に
罕
つ
た
の
で
あ
る
が
、然
し
工
ド 

ヮ
I

ド
三
狀
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の
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晚
牟
は
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別
に
何
等
の
問
題
を
惹
魍

さ

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
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ド
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世
の

^
せ
典
に
典
孫
リ
チ
ャ
ー
ド
が
英
王
の
位
を
繼
だ
の
で
あ
る
が
、祖
父
の 

對
外
的

■政
策
を

_

績
す
る
に
足
る
勢
威
を
有
せ
ざ
む
し
結
果
、偷
敦
等
の
商
人
の
乘
す
.る處ヾ
し 

な
つ
て
、

.ハ
ン
ザ
，商
入
&

8
び
窮
蟑

^
 ̂

し
か
ば
、彼
等
は
千
三
西
七
十
八
年
四
月
を

| 

•以
て
特
權

0

囘
每
運

®

を
諫
み
し
も
何
等
の
効
果

'
.な
か
&
し
を
以
て
本
國
方
面
に
於
け
る
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ン
ザ
の
諸
都
市
は
：

.同
，'年

3£
月
1ニ
十
日
ス
：ト
ラ

' \
ズ
ン
ド
に
會
合
し
觅
に
英
國
政
府
に
迫
る
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あ
り

し
が
、事
件
は
寧
ろ
議
會
の

P

ど
る
處
た
り
し
爲
め
メ
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ザ

*

人
^
と
ら
て
有
利
な
る
結 

梁
を

W

ら

す

に

至：

つ
；
た
の
.
で
あ
る
、何
ん
ヒ
な
れ
ば
外
國
商
人
の
'間
題
に
就
き
て
は
英
國
に
於

I
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|
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け
る
都
市
の
商
人
は
咎
自

.

の
.

利
益
の

爲
硌

に、之
れ
が
入
國
を
悅
ば

f

も
の
な
る
を
以
て
、自 

か
ら
地
方
に
於
け
る
多
數

0,
利
益
ど
一
致
せ

t
、即
ち
英
國
の
商
人
が
屢
々
彼
等
の
擞
言
す
る 

が
如

き
國
：

內
の
輸
出
入
を
悉
く
各
自
の
手
に
て
營

o
i

と
能
は
ざ
る
結
果
は
却
つ
て
之
れ
が 
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に
彼
等
を
し
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目
の
あ
ナ
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タ
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商
人
の

^

ほ
必
要
な
る
乙

^

を
認

め
し
む
る
に

至
K
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く
て

英
國
の
議
會 

は

千
-,
1
七
十
八
年
の

秋
を

以
て

」

般

外
國
商
人
に
對
し
て
普
ね
ぐ
取
引
の
自
由
を
保

證

す 

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、只
だ
此
場
合

'

に
於

..
'

て
英
國
の
君
主
及
商
人

e

共
に

_

會

が

ハ
ン
ザ
商 

入
に

i

し
て
嬰
求
せ
し
點
は
彼
等
が
同

」

の
待
遇
を
ヤ
ン
ザ
の
都
，市
に
出
入
す
る
英
國
商
人 

i
i
f .
し
て
拂
ふ

可
し
ビ
云
ふ
の
で
あ
つ
た
が
、之
れ
に
對
し
て
偷
敦
在
.住
の
ハ
ン
ザ
の

商
人
が 

M

し
：て
何
ん

e

答
’え
.：た

：：

か
は

.

史
料

.

の：存

.

せ
ざ
る

.

結
果
明
白
で
な
い
が
、只
だ
其
後
、本
國
方
而
に 

於
.け
る
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璐
度
が
以
前
に
比
し
て
强
硬
で

^

-

つ
た
こ

€

は
此

I H
J

の
沿
息
を

語

る 

も
の

.

で
あ
る
ビ
思
ふ
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:

以
上
、ヤ
ン
ザ
商
人
の
强
硕
な
る
態
度
に
對
し
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亂
侧
は
之
れ
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寬
和
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め
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が
爲
め
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者
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節
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し
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钺
5

0

が
對
岸
の
ブ
リ
ユ

ー
ジ
に
來
り
し
を
機
會
と
し
て

•之
れ
を
儉
敦
に
招

き
、
^
國
侧
ょ
&
新
た
に 

四
ヶ
條
の
要
浓
を
傲
出
せ
し
に
不
拘
ハ
ン
ザ
侧
の
俾
節
は
各
自
に
.之
れ
を
決
宛
す
る
權
限
な 

し
と
の
ロ
實
を
以

^

確
れ
る
囘
答
を
與
ふ
る

.

こ
^j

を
避
け
し
か
ば
、英
國
商
人
侧
は
姐
に

ff
i

度 

を
改
め
て
取
に
英
國
商
人
：は
バ

V

ザ
の
勢
力
範
圆
に
於
て
自
由
に
交
易
し
、耳
つ
生
命
と
財
產 

S
の

保
謎
を

充
分

に

承
認

す
可
き
こ
ど
を
以
て
す
る
ビ
共
に
、英

»
の
議
會
は
英
國
に
對
し
て 

ハ
ン
ザ
同
盟
の

#

®

^

©

«

を

3 £

殳
に
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|
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し

從

つ
て
兩
者
の
關
係
を
紊
す
乙
と
を

.

欲
せ

X

J
 

る
：態
，度

を

示

せ

し

を

以

て

，次

で

催

さ

れ
し
雨
者
間
の
商
議
は

パ

ン
ザ
商
人
に
ビ
つ
て
最
も
有 

効
な
る
結
架
を
生
む
に
茧
つ
た
の
で

.あ
る
、即
ち
當
時
彼
等
の

間
に
議
決
せ

し
條
文
を
以
て
英 

國
侧
の
以
爾
の
ー
寒
求
に

^
較
す
る
時
は
我
等
は
明
か
に
後
遨
の
態
度
の
軟
化
す
る

に
？

し 

こ
と
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知
る
を

得
4
0
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あ
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あ
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現
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由
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の
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入
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得
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か
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於
て
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め
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大
な
る
儀
式
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下
に
備
敦
在
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の
；
ン
ザ
商
人
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對
し
之
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が
特
權
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與
す
る
に
至
れ

&
、加、ふ
る
に
之
れ
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數
日
の
後
に
於
て
リ
チ
ャ
ー
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は
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ハ
ン
ザ
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人
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し
て
昔
時
彼
等
が
有
せ
し
關
秕
免
除
の
：特
典
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も
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む
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こ
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間
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ざ
り
し
こ
ビ
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ニ
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せ
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？
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も
れ
し
英
固
商
人
を
し
て
俯
迄
其
要
求
を
賞
撤
せ
し
め
ん
ご
し
•加
ふ
る
に
當
時
ン
ン 

ザ
に
對
す
る
最
大

」

危
險
ば

£

權
の
甚

.

礎
益
：々
薄
弱
ど
な

$

し
結
果
、工
ド
ブ

1

ド
三
世
時
代
に 

見
し
が
如
き
國
內
に
存
へ
せ
し
諸
種
の
利
害
關
係
を
調
湘
す
る
力
な
く
、爲
め
に
外
國
商
人
を
悅 

ば
ざ
る
莉
市
興
者
の
：勢
力
に
動
か

3

る

、

に
至

-C
S

し
場
合
少
く
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
。
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V

ザ
.

方
面
に
於
て
も
普
魯
西
方
面
の
如
&
は
屢
々
彼
等
の
商
船
が
英
國
侧
に
ょ
つ
て
椋
奪 

せ
ら
れ
何
等
之
れ

.

.

に
對

'

す
る
賠
償
金
を

•

求
む
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
結
果
、反
英
的
思

想

を
有
す 

る
こ

w

甚
し
ぐ
、要
す
る
に

.

此
：後
十
年
間
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
對
英
國
の

i f

突
は
常
に
普
#
®
對 
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